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体験教育企画社長　藤澤　安良

新
年
度
ス
タ
ー
ト
、波
乱
の
様
相
？

能登復興に向けて再び「加賀屋レプラカン歌劇団」アンコール公演へ

第回

「オモロイ」テーマに誘客

大阪ＤＣがスタート

万
博
に
合
わ
せ
情
報
端
末

関
西
広
域

連

合
　

観
光
本
部
、Ｊ
Ｒ
西
と
連
携

　
３
月
後
半
は
北
海
道
で
雪
が

降
り
、
九
州
で
は
気
温
が

度

を
超
え
る
真
夏
日
で
あ
っ
た
。

東
北
で
は
風
速

㍍
を
超
え
る

台
風
並
み
の
強
風
が
吹
き
、
新

幹
線
も
止
ま
っ
た
。
異
常
乾
燥

注
意
報
が
各
地
に
出
て
お
り
、

東
北
に
次
い
で
ま
た
も
や
、
岡

山
市
と
愛
媛
県
今
治
市
で
山
林

火
災
が
相
次
ぎ
、
折
か
ら
の
強

風
も
相
ま
っ
て
、
遠
く
離
れ
て

い
る
家
屋
ま
で
飛
び
火
す
る
な

ど
広
大
な
面
積
を
消
失
し
た
。

　
山
林
だ
け
に
消
火
水
源
か
ら

は
遠
く
、
ホ
ー
ス
を
何
本
も
つ

な
い
で
の
消
防
車
か
ら
の
消
火

に
も
限
界
が
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
消
火
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
な
ど
、
山
林
火
災
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
３
月

日
の
夜
に
は
雨
が
降

り
、
沈
静
化
に
向
か
う
見
通
し

が
つ
い
た
。
今
後
は
、
出
火
原

因
の
特
定
を
急
ぎ
、
人
為
的
な

も
の
が
原
因
な
ら
再
発
防
止
策

を
講
じ
、
注
意
喚
起
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
４
月
に
入
り
新
年
度
を
迎

え
、
入
社
式
を
終
え
て
新
入
社

員
が
入
り
、
学
校
は
入
学
式
が

あ
り
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。

平
年
並
み
の
桜
の
開
花
は
新
生

活
を
応
援
す
る
か
の
よ
う
な
春

の
彩
で
あ
り
、
花
見
に
出
か
け

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て

く
れ
る
。
観
光
の
春
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
の
役
割
も
大
き
い
。

　
い
つ
も
羽
田
空
港
か
ら
成
田

空
港
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
特
急
に

乗
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
旅

行
客
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が

多
い
と
感
じ
る
電
車
内
は
時
間

帯
を
問
わ
ず
い
つ
も
満
席
で
あ

る
。

　
依
然
と
し
て
都
市
型
観
光
は

顕
著
で
あ
る
が
、
冬
季
は
ス
キ

ー
で
ニ
セ
コ
や
白
馬
な
ど
、
豪

雪
と
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
に
人
気

が
集
中
し
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な
の

は
経
済
と
し
て
は
大
変
あ
り
が

た
い
が
、
日
本
人
の
観
光
客
の

増
加
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
の
な

い
と
こ
ろ
で
動
い
て
い
る
。

　
日
本
の
米
不
足
の
原
因
は
誰

か
が
隠
し
持
っ
て
い
た
り
、
他

国
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
。
和
食
を
楽
し
む
外
国
人

が
お
米
を
食
べ
て
い
る
分
量
も

年
間
約

万
㌧
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
が
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
政
府
備
蓄
米
の

放
出
分

万
㌧
と
近
い
数
値
に

な
る
。

　
消
費
額
だ
け
の
計
算
で
い
い

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
米
不
足

や
物
価
高
の
状
況
下
で
国
民
の

閉
塞
感
は
拭
え
ず
、
明
る
い
未

来
を
描
け
な
い
で
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
新
年
度
の
国
家

予
算
成
立
が
年
度
を
ま
た
い
だ

り
、
米
国
が

％
の
追
加
関
税

を
課
す
と
の
報
道
が
あ
り
、
自

動
車
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
、

株
価
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ

ろ
う
。政
治
の
正
念
場
で
あ
り
、

モ
グ
ラ
た
た
き
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
政
策
で
は
な
く
国
家
の
大
計

を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　
観
光
と
し
て
、
海
外
旅
行
促

進
策
は
何
よ
り
円
安
の
課
題
解

決
で
あ
る
。
国
内
旅
行
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
と
物
価
高
と
人
件
費

に
連
動
し
た
宿
泊
代
の
高
騰
も

高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。
大
企
業
の
賃
金
ア
ッ
プ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
承
知
し
て
い
る

が
、
中
小
企
業
や
非
正
規
社
員

が
圧
倒
的
に
多
い
わ
が
国
で

は
、
物
価
高
と
先
行
き
不
安
で

旅
行
に
向
か
う
機
運
が
醸
成
で

き
て
い
な
い
。

　
前
回
の
大
阪
万
博
以
後
、
若

者
が
国
鉄
周
遊
券
を
使
い
、
カ

ニ
族
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
い
、
日
本
の
隅
々

ま
で
旅
を
し
た
。
国
鉄
の
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
ポ
ス
タ

ー
が
各
駅
に
貼
ら
れ
、
旅
に
駆

り
立
て
ら
れ
た
。
若
者
が
旅
行

で
き
る
国
に
し
な
け
れ
ば
国
家

の
活
力
は
生
ま
れ
な
い
。
日
本

独
自
の
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
な

「
ブ
ー
ン
ド
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の
よ
う
な
観
光
振
興
策
が
必
要

に
な
る
。

　
ア
ト
レ
竹
芝
の
劇
場
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
」
で

開
催
の「
加
賀
屋
レ
プ
ラ
カ
ン
歌
劇
団
」

ア
ン
コ
ー
ル
公
演
を
鑑
賞
し
た
。
昨
年


月
の
初
回
公
演
に
続
く
今
回
の
ア
ン

コ
ー
ル
公
演
は
、
春
の
彼
岸
を
は
さ
ん

だ
３
日
間
限
定
の
開
催
だ
っ
た
。
舞
台

か
ら
観
衆
ま
で
の
距
離
が
近
く
て
、
迫

力
あ
る
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
が
堪
能
で
き

る
。
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
生
ジ

ョ
ッ
キ
缶
を
片
手
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

ー
ド
で
シ
ョ
ー
に
興
じ
た
。

　
き
ら
び
や
か
な
衣
装
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
歌
と
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
初
回
以
上
に
磨
き
が
か
か
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
レ
プ
ラ
カ
ン
と
は
、

〝
捕
ま
え
る
と
、宝
の
あ
り
か
を
教
え
て

く
れ
る
妖
精
〟を
意
味
す
る
の
だ
そ
う
。

こ
れ
ま
で
和
倉
温
泉
で
多
く
の
ひ
と
を

と
り
こ
に
し
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
初
回
公
演
で
は
、
舞
台
後
の
挨
拶
に

能
登
半
島
地
震
の
発
災
時
の
様
子
が
語

ら
れ
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
か
っ
た

せ
い
か
、
今
回
は
違
う
ト
ー
ク
も
。
豪

華
な
和
装
姿
で
登
場
し
た
か
と
お
も
え

ば
、
い
つ
の
間
に
か
ス
レ
ン
ダ
ー
な
ド

レ
ス
に
。
フ
レ
ン
チ
カ
ン
カ
ン
に
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
ス
カ
ー
ト
な
ど
な
ど
、
衣
装

の
早
替
え
も
観
て
い
て
楽
し
い
。

　
男
役
の
夏
輝
レ
オ
ン
さ
ん
と
、
は
ん

な
り
し
た
雰
囲
気
の
ゆ
ふ
き
れ
い
さ
ん

の
２
人
の
呼
吸
が
、
ぴ
っ
た
り
合
っ
て

い
る
の
も
見
ど
こ
ろ
だ
。
同
歌
劇
団
の

ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
、
全
て
女
性
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
起
爆
剤
に
と
加

賀
屋
で
は
、
館
内
劇
場
の
レ
ビ
ュ
ー
シ

ョ
ー
を
同
歌
劇
団
に
託
し
た
。
だ
が
、

そ
れ
も
束
の
間
。

年
元
日
に
発
生
し

た
大
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の

は
ご
存
じ
の
通
り
だ
。
当
然
な
が
ら
彼

女
た
ち
も
、
歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
機

会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
能
登
の
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
加
賀

屋
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
手
を

た
ず
さ
え
て
、
本
公
演
を
東
京
で
企
画

し
た
。
被
災
地
へ
赴
く
こ
と
が
で
き
な

い
首
都
圏
在
住
者
に
と
っ
て
は
、
あ
り

が
た
い
企
画
で
あ
る
。
会
場
の
片
隅
に

は
、
加
賀
屋
特
製
の
能
登
ぽ
ん
ず
や
御

さ
し
み
し
ょ
う
ゆ
、
ほ
た
る
い
か
な
ど

の
珍
味
や
菓
子
類
が
販
売
さ
れ
、
筆
者

も
応
援
消
費
の
つ
も
り
で
紙
袋
い
っ
ぱ

い
に
買
い
求
め
た
。

　

年
冬
を
め
ど
に
敷
地
内
に
新
旅
館

「
加
賀
屋
」
を
建
設
し
、
グ
ル
ー
プ
の

「
あ
え
の
風
」
や
「
虹
と
海
」
、
「
松

乃
碧
」
も
同
年
中
に
営
業
再
開
す
る
と

報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
途
切
れ
ず

に
応
援
し
て
い
き
た
い
。

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

年
前
の
こ
と
。

大
手
文
具
メ
ー
カ
ー
の
特
約
店
招
待
旅

行
の
添
乗
で
加
賀
屋
に
宿
泊
し
た
。
そ

れ
が
翌
朝
、
「
集
合
時
間
に
な
っ
て
も

添
乗
員
が
来
な
い
」と
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

寝
坊
し
た
の
で
あ
る
。
サ
ブ
添
も
い
な

い
。
フ
ロ
ン
ト
か
ら
の
電
話
で
叩
き
起

こ
さ
れ
た
筆
者
は
、
慌
て
て
身
支
度
し

た
。
貸
し
切
り
バ
ス
に
飛
び
乗
っ
て
平

身
低
頭
、お
詫
び
し
な
が
ら
点
呼
し
て
、

宿
を
あ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
車

内
で
配
る
は
ず
の
輪
島
塗
の
箸
を
、
フ

ロ
ン
ト
で
引
き
取
る
の
を
忘
れ
た
こ
と

に
気
づ
い
た
。携
帯
電
話
も
な
い
時
代
。

バ
ス
備
え
付
け
の
無
線
電
話
で
連
絡
を

と
り
、
加
賀
屋
の
社
員
が
社
用
車
で
、

私
た
ち
が
乗
る
バ
ス
を
追
い
か
け
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
休
憩
場
所

で
無
事
、
人
数
分
の
箸
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
、
こ
と
な
き
を
得
た
。

　
加
賀
屋
の
方
々
に
は
、
感
謝
し
て
も

し
き
れ
な
い
ご
恩
が
あ
る
の
だ
。

　
な
お
、
そ
の
様
子
を
み
て
い
た
文
具

メ
ー
カ
ー
の
役
員
は「
仕
方
が
な
い
な
」

と
苦
笑
す
る
ば
か
り
で
、
以
後
、
お
と

が
め
な
し
で
済
ん
だ
。
今
な
ら
始
末
書

も
の
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
の
失
敗
を
許

し
て
も
ら
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。

（
淑
徳
大
学
　
学
長
特
別
補
佐
・
経
営

学
部
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝
子
）

＝
隔
週
掲
載

（１５） 第３２６２号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）４月７日（月曜日）

　
大
阪
府
市
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本

な
ど
で
つ
く
る
大
阪
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
推
進
協
議
会
は
１
日
、
大

阪
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
大
阪
Ｄ
Ｃ
、

４
～
６
月
）
を
開
始
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
来
て
な
！
オ
モ

ロ
イ
が
い
っ
ぱ
い
大
阪
旅
」。

開
幕
に
先
立
つ
３
月

日
に

は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
で
、
吉
村
洋

文
大
阪
府
知
事
ら
が
参
加
し

て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
、
Ｄ
Ｃ
成
功

へ
気
勢
を
あ
げ
た
＝
写
真
。

　
大
阪
Ｄ
Ｃ
の
開
催
は
、
大

阪
で
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧

会
」
が
開
催
さ
れ
た
１
９
９

０
年
以
来
、

年
ぶ
り
。
４

月

日
に
開
幕
す
る
大
阪
・

関
西
万
博
に
合
わ
せ
て
、
大

阪
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文

化
、
食
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
な
ど
の
魅
力
を
生
か

し
た
観
光
素
材
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
。
万
博
来
訪
者
ら
の
府

内
全
域
へ
の
周
遊
を
促
す
。

　
Ｄ
Ｃ
企
画
と
し
て
、
関
西

私
鉄
５
社
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
を
活
用

し
、
お
得
な
１
日
乗
り
放
題

き
っ
ぷ
を
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
　
Ｍ

ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
、
南
海
電
鉄
と
そ

れ
ぞ
れ
企
画
、
販
売
し
て
周

遊
を
後
押
し
す
る
。
ま
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
Ｄ
Ｃ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
北
摂
や
堺

な
ど
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
回

る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
、
「
大

阪
城
　
豊
臣
石
垣
館
」
な
ど

の
見
ど
こ
ろ
、
立
ち
入
り
制

限
の
あ
る
収
塚
古
墳
の
古
墳

上
部
に
も
入
れ
る
百
舌
鳥
古

墳
群
散
策
の
特
別
版
な
ど
の

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
リ
ア
ル
謎
解
き

ゲ
ー
ム
企
画
商
品
の
販
売
や

オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
を
使

っ
た
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
実

施
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
へ

の
ド
リ
ン
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
も
行
う
。

　

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
、
Ｄ
Ｃ
推
進

協
議
会
名
誉
会
長
を
務
め
る

吉
村
知
事
の
ほ
か
、
同
名
誉

副
会
長
の
横
山
英
幸
大
阪
市

長
、
永
藤
英
機
堺
市
長
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
長
谷
川
一
明

社
長
と
水
口
英
樹
阪
奈
支
社

長
が
出
席
。
大
阪
ゆ
か
り
の

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
ア
バ
ン

ギ
ャ
ル
デ
ィ
」
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
よ
る
開
会
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
Ｃ
へ
の
意
気
込

み
な
ど
を
語
っ
た
。
こ
の
う

ち
吉
村
知
事
は「
大
阪
は
今
、

新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
生

ま
れ
て
い
る
。
府
内
に
は
食

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
が
あ
る
。
万
博
を
き

っ
か
け
に
た
く
さ
ん
の
人
に

大
阪
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の

後
、
府
内
は
も
ち
ろ
ん
関
西

各
所
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
Ｄ
Ｃ
で
そ
の
魅
力

を
発
信
で
き
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ャ
ク

ミ
ャ
ク
」
ら
も
参
加
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
関
西
広
域
連
合
は
こ
の
ほ

ど
、
関
西
観
光
本
部
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し

て
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
に

関
西
各
地
の
観
光
情
報
を
提

供
し
、
周
遊
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
始
め
た
。
大
阪
・

関
西
万
博
の
開
催
に
合
わ

せ
、
情
報
端
末
を
各
所
に
配

置
、
関
西
観
光
本
部
と
連
携

し
て
、
関
西
地
域
の
主
要
な

観
光
案
内
所
に
関
西
広
域
の

観
光
情
報
を
参
照
で
き
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置
す

る
。

　
端
末
か
ら
各
府
県
市
の
観

光
情
報
サ
イ
ト
や
関
西
観
光

情
報
サ
イ
ト
「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ

ａ
ｔ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
」を
参
照
で
き
る
ほ
か
、

観
光
情
報
や
交
通
・
気
象
情

報
を
日
本
語
と
英
語
で
取
得

で
き
る
。
荒
天
時
の
行
事
の

催
行
状
況
や
災
害
時
の
交
通

障
害
情
報
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
表
示
す
る
。

　
旅
行
者
は
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
、
同
様

の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。
災
害
時
に
は
、
観
光
庁

監
修
の
外
国
人
旅
行
者
向
け

災
害
時
情
報
提
供
ア
プ
リ

「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
　
ｔ
ｉ
ｐ

ｓ
」
を
活
用
し
た
安
心
安
全

情
報
も
提
供
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置

場
所
は
、
関
西
広
域
連
合
構

成
府
県
市
の
観
光
案
内
所


カ
所
、
関
西
国
際
空
港
、
大

阪
・
関
西
万
博
会
場
内
。
設

置
期
間
は
、
観
光
案
内
所
が

来
年
３
月

日
ま
で
、
関
西

国
際
空
港
、
万
博
会
場
内
は


月

日
ま
で
。
　

　
併
せ
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
連

携
し
関
西
空
港
駅
、大
阪
駅
、

京
都
駅
の
３
駅
に
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
観
光
案
内
端
末
を

設
置
す
る
。
日
本
語
と
英
語

に
よ
る
音
声
・
画
面
案
内
に

よ
り
、
観
光
地
ま
で
の
経
路

案
内
や
関
西
の
広
域
観
光
情

報
を
提
供
す
る
。
設
置
期
間

は

月

日
ま
で
。


